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教育実習訪問指導

既報の通り、新型コロナ・ウイルス感染
症（以下、COVID-19）の世界的な拡大が
顕在化した 2020年以降、朝日大学全体の
取組と歩調を合わせつつ、教職課程セン
ターも情勢変化への柔軟な対応に努めてき
た。感染症対策も「新たな日常」としてすっ
かり定着した感があり、教職課程における
学外での体験や実習においても大きな混乱
は見られなくなってきている。

2022年度の教育実習でも、実習期間が
変更になった事例はいくつかあったもの
の、短縮や中止となった事例はなかった。
訪問指導は、前年度と同様、主に岐阜県も
しくは近隣県の実習校で、当該実習校の許
可が得られる限りにおいて実施した。また
沖縄県の実習校には同県在住の客員教員が
訪問し、その所見を共有して指導に当たっ
た。さらに、特に手厚い配慮や支援が必要
と思われる場合や、入学生の募集上重要と
認められる場合にも行なった。

法学科学生の教育実習期間
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健康スポーツ科学科学生の教育実習期間
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経営学科学生の教育実習期間
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介護等体験訪問指導

特別支援学校体験（2日間）と社会福祉
施設体験（5日間）とで構成される介護等
体験も COVID-19への対応を前提として運
営された。
社会福祉施設体験に関しては、岐阜県社
会福祉協議会から 4月 12日付で中止とす
る旨の通知が郵送されてきた。そこで前年
度に倣って、介護等体験を履修する学生全
員に、国立特別支援教育総合研究所が開設
する免許法認定通信教育の科目に係る教材
を用いた学修に取り組むよう 6月上旬に指
示し、10月 31日までにレポートを提出さ
せることとした。
特別支援学校体験については、5月 23

日に岐阜県教育委員会から朝日大学宛の電
子メールで実施要領が送付されてきた。こ
れを受け、部活動や課外活動などの予定を
考慮に入れて第 5希望までの学校と日程を
予め考えてくるよう指示し、5月 27日の
介護等体験第 6回の授業において希望調査
を実施した。その場で、割り当てられてい
る定員に収まるよう調整し、結果をとりま

とめて教育委員会に申請した。
実際の体験はオンラインと実地とに分か
れた。オンライン体験となったのは岐阜県
立長良特別支援学校（10月 12･13日）の
みだったため、該当する学生 1名を教職課
程担当教員の研究室に呼び、コンピュータ
に指定された Cisco Webex Meetings をイン
ストールさせて参加させた。その他の特別
支援学校は実地体験となったため、教職課
程担当教員が個別に電話をかけ、許可が降
りる限りにおいて訪問指導を行なった。

教職課程センターの改修と移転

朝日大学は、2016年 11月 21日に実施
された教職課程認定大学等実地視察におい
て教職課程センターを教職課程履修学生の
動線に沿った場所に設置するよう指摘と要
請を受けた。それ以来、教職課程センター
の改修と移転をどのように進めていくかが
懸案となってきた。この問題の解決に向け
て関係者の間で具体的な相談が始められた
のは 2020年 11月下旬のことであった。そ
の後、新しい教職課程センターの位置や施
設設備などに関する計画の立案に着手、
2022年 3月中旬に改修工事を開始、9月上
旬に一応の移転を完了した。
従来の 5号館 3階の奥まった場所から同
館 1階の通路に面した開放的な場所へと
移ったことで、学生にとっての利便性は格
段に高まったといえる。また、新しい教職
課程センターは、専任教員が常駐する事務
室と、学生が学修や模擬授業の練習に取り
組むことのできる学修室とによって構成さ
れている。後者では、参考図書が収められ
た書架、学修用の机や椅子、ホワイト・ボー
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ドやパーティションなどが自由に利用可能
である。さらに、インターネットに接続さ
れた電子黒板（1台）や書画カメラ（1台）、
タブレット端末（10台）、プロジェクタ（1

台）、ウェブ・カメラ（2台）なども備え
つけられている。今後、新しく設置された
ウェブ・カメラを模擬授業後の省察や指
導、教員採用試験に向けた面接対策指導な
どにおいて有効に活用していくために、撮
影した動画を記録するための業務用のハー
ドディスクを購入する必要がある。
学修室の学生への開放は 10月から始ま
り、教職課程科目の授業や、後述する教職
指導および教員採用試験対策指導も実施さ
れるようになった。利用者数や利用時刻の
記録も蓄積されており、将来的に教職課程
センターのより効率的・効果的な運用に資
するよう、関係者間で情報の共有と分析を
行なっていく予定である。

教職指導体制の強化

これまで開発の進捗状況について継続的
に報告してきた朝日大学全学教職課程電子

履修カルテ（以下、電子履修カルテ）およ
び管理パネルが、2022年度から本格的に
実用化される運びとなった。前者は 2年次
を迎えた教職課程履修学生を中心として、
後者は教職課程を履修している全ての学生
を対象として運用が開始された。
本稿を執筆している 2022年 12月 10日

現在、教職課程に関わる教職員が管理パネ
ルに入力した学生の日々の動向に関する所
見や、教育実習や介護等体験の訪問指導の
内容などを、定例で開催されている教職課
程センターの運営にかかる会議の場で重要
度に応じて共有し、教職員の連携と教職指
導の質の向上に生かしている。また、教職
員が個々の学生への対応に当たる際にも、
それまでの所見や指導の経緯、履修状況な
どを管理パネル上で確認することで丁寧で
緻密な教職指導を実現できるように努めて
いる。また、介護等体験では、電子履修カ
ルテ上で学修課題に取り組ませることを通
じて指導や評価の効率化も図っている。
今後は、学生が入力した教職課程科目の
学修成果、課外活動の記録、各年次を終え
ての省察や次年次の目標などを踏まえなが
ら、4年間の学びの成果と課題を総合的に
評価することのできる教職実践演習の構想
と実現に取り組んでいかなければならない。

教職へのキャリア支援の充実

前年度から、教職志望度の高い教職課程
履修学生を対象に、教員採用試験を想定
した演習問題の配付と取組状況の把握を
継続的に行なってきた。当初は配付用のレ
ターケースを教職課程担当教員の研究室前
に置いていたが、2022年度後学期、教職

新教職課程センターの位置（5号館1階）
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課程センターの移転に伴って学修室内に移
設した。
朝日大学教職課程Moodleの運用も継続
している。受験数の推移や動向を教職課程
センター教員会議で毎月報告し、各学科に
おいても学生の自主的な学修を奨励できる
ように情報を共有している。
民間企業が実施する教員採用試験の全国
模試も活用し、上述した教職課程Moodle

で一定の成績を上げた者には受験料を一部
補助することで受験を奨励している。
また、例年通り、卒業生も含めて、教員
採用試験の一次試験を突破した者を対象と
して面接の練習と講評、小論文の指導など
を集中的に行なった。

2022年度後学期から個人面接の指導も
開始した。原則として毎週金曜日の 15時、
16時、17時から、それぞれ 50分ずつ時間
帯を設定し、教職課程担当教員が希望者を
募って教員採用試験を想定した問答の練習
に取り組ませている。
さらに、教職課程履修学生の個々のニー
ズを把握したうえで希望する勤務地の教員
採用試験や私立学校の採用に関する情報を
適宜提供したり、岐阜教育事務所学校職員
課が主催する講師等採用説明会を学内で開
催したりするなど、教職へのキャリア支援
の充実に取り組んでいる。
なお、様々な資格試験対策講座を開講し
ている TACによる特別講座も 2023年度か
ら学内で開講されることとなった。これは
就職支援課からの提案と協力によって可能
になったことである。現在、教職課程履修
学生にとって最も受講しやすいと考えられ
る月曜日 5限の時間帯で開講できるよう調
整を図っているところである。

教職課程研修会の開催

朝日大学の今後の教員養成教育の質の向
上と改善に向けたファカルティ・デベロッ
プメント（以下、FD）の一環として、
2022年 6月 24日、教職課程センターが主
催する研修会を 5号館 511教室で開いた。
岐阜聖徳学園大学教育学部長の秋山晶則
氏を講師として招聘し、同学部において独
自の教員養成教育計画として実施されてき
たクリスタル・プランの概要と成果につい
て解説をいただいた。その後、朝日大学側
の参加者と活発な意見交換も行なわれた。
大学の教職課程における学びと学校教育
現場での体験を往還する機会を 1年次から
体系的に保障していることや、自らの体験
を言語化させることによって教育実践を多
義的に解釈したり省察したりする力量の形
成を図っていることなど、大いに参考とな
る内容であった。
後述するように、折しも、2022年度から
岐阜県立池田高等学校および大垣市立東中
学校との交流事業が開始され、朝日大学に
おいても学校教育現場における豊富な体験
を学生に保障する途が拓かれつつある。今

教職課程研修会の様子
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後、教員養成教育の一層の向上と改善を図
るために大学近隣の中学校や高等学校とど
のような連携体制を築くべきか、考察を深
めていく必要がある。

教職課程自己点検評価への取組

周知の通り、2022年 4月に教育職員免
許法施行規則が一部改正され、教職課程認
定大学には自己点検評価の実施とその結果
の公表が義務化された。これを見越して、
朝日大学では、教職課程センターを中心と
して同年 1月に基礎作業が開始された。
やや具体的には、教職課程センター長を
主任とする自己点検評価部会において、
2021年 5月に文部科学省が公表した「教
職課程の自己点検・評価及び全学的に実施
する組織に関するガイドライン」（以下、「ガ
イドライン」）をはじめ、全国私立大学教
職課程協会の教職課程質保証評価に関する
特別委員会が上述の「ガイドライン」に準
拠するかたちでまとめた「教職課程自己点
検評価基準」（2020年 3月）（以下、「評価
基準」）および『「教職課程自己点検評価報
告書」作成の手引　改訂版』（2022年 2月）
（以下、『作成の手引』）などの関係資料の
分析を進めるとともに、学内における自己
点検評価の進め方について検討を進めた。
そして、今回の自己点検評価の過程そのも
のを一つの全学的な FDとして位置づけ、
教職課程に携わる教職員集団の共通理解の
形成と協働的な取組を促進していくための
契機として活用すること、また、「評価基準」
および『作成の手引』に依拠して報告書を
作成すること、の二つを基本方針に据えた。
その後、2022年 4月 27日に開催された

教職課程センター教員会議において上述し
た「ガイドライン」と「評価基準」の対照
表の形式に沿って各学科の［現状説明］［長
所・特色］［取組上の課題］などに関する
文案を記載した一覧表と、自己点検評価の
行程表を提出したうえで、教職課程セン
ターと各学科とが文案の作成と修正に交互
に取り組んでいくかたちで作業を進めてい
くこと、また、近年の教職課程改革の動向
と朝日大学の課題について共通理解の形成
を図るために全学 FD・SD研修会を開催
することについて承認を得た。
上述した全学 FD・SD研修会は「近年

の教職課程改革の動向と朝日大学の課題」
と題して 5月 27日に開催され、教職課程
センターの足立淳准教授より敗戦後の開放
制教員養成制度の趣旨と現在の朝日大学の
教員養成教育の概要について説明がなされ
た。また、2013年の教職実践演習の導入、
2018年の教職課程コアカリキュラムの設
定、この度の教職課程自己点検評価と公表
の義務化といった近年の教職課程改革の諸
動向などについても解説がなされた。その
うえで 2017年度以降、教職課程センター
が進めてきた様々な取組について紹介し、

全学FD・SD研修会の様子
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教員養成教育の一層の改善に向け、残され
た課題に関する共通理解の形成を図った。
こうした取組と並行して各学科において
は自己点検評価部会によって作成された文
案の検討・修正が進められ、その修正案を
7月 20日の教職課程センター教員会議に
おいて突き合わせながらさらに検討した。
自己点検評価部会は、こうして合意された
文案をもとに学科間の文言の分量や用語の
統一を図りつつ報告書の草稿を作成し、10

月 19日に同会議の場で提案した。
本稿執筆中の 2022年 12月 10日現在、

各学科で上述の報告書草稿の検討・修正に
取り組んでいるところである。今後は、自
己点検評価部会との協議を経て 12月 21日
の教職課程センター教員会議で最終的な承
認を受け、大友克之学長の決裁を得て
2022年度中に朝日大学のウェブサイトに
おいて公表する予定である。

情報機器および情報通信技術の活用法に関
する研修会の開催

2022年 12月 7日、新しい教職課程セン
ターにおいて、情報機器および情報通信技
術の活用法に関する研修会として、足立淳
准教授によるワークショップ「教職課程の
授業における情報通信技術の活用に向けて
－同期させた電子黒板とタブレット端末に
よる対話的な学びの促進－」が開催された。
教職課程センターから 6名、経営学科から
1名、健康スポーツ科学科から 1名、合計
8名が参加した。

2019年 12月に文部科学省が発表した
GIGAスクール構想と、その直後に顕在化
した COVID-19の拡大を受けて、学校教育

現場でも情報機器と情報通信技術を活用し
た授業が急速に日常化した。これから、そ
うした授業を当たり前のものとして受けて
きた学生が入学してくること、また、教職
課程を履修する学生も教育実習において所
与の条件としてそれらを使いこなすことが
求められること、などを考えると、大学の
教職課程に携わる教員集団の力量を底上げ
することが喫緊の課題となっている。
こうした問題意識に立ち、当日は、教職
課程センターに常設されている電子黒板と
タブレット端末（8台）を xSync classroom 

というアプリケーションを用いて同期させ
たうえで、教師が作成した教材やワーク
シート、電子教科書上の図表などを生徒た
ちが使用しているタブレット端末上に一斉
に配信したり、生徒たちがタブレット端末
において入力したワークシートや編集した
発表資料を電子黒板上に集約して対話的な
学習活動を展開したりするための方法論に
ついて、実際の教材や電子教科書の画面操
作を例示しながら解説がなされた。
今後は、各教員が電子黒板とタブレット
端末の活用法について順番に発表し、相互
に批評する機会を計画的に設けることを通
じて、教科教育法をはじめとする教職課程
の授業の充実に努めていく予定である。

ワークショップの様子
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第6期中学生財務塾の開催

第 6期中学生財務塾は、COVID-19への
対応策として、前年度と同様に全ての講座
を対面ではなく Zoomを活用したオンライ
ンかつリアルタイムの形式とし、各回を
10時からと 19時からの 2回開講とするこ
とで欠席者を減らす工夫を図った。初回の
説明会には 14名と例年より多くの受講者
が集まったものの、やがて 4名が離脱し、
最終的には10名（瑞穂市立穂積中学校4名、
同市立穂積北中学校 4名、同市立巣南中学
校 2名）が残った。
画面越しではノートを正確に取れている
か確認が難しく、理解できているかどうか
は受講者たちの反応から窺うほかなかった。
年明け、全商簿記実務検定試験 3級の合
格に向けて補講も行ないつつ訓練させたも
のの、本番の 2日前、会場として予定され
ていた岐阜県立大垣商業高等学校において
COVID-19の集団感染が発生したため、試
験そのものが中止となったとの連絡があっ
た。合格する実力があると思われる受講者
がいただけに惜しまれた。その後、3月 12

日の最終回まで、できるかぎり全員が理解
できるよう何度も演習を行なった。
当初から講座を担当してきた服部哲明教

第6期（2021年度）中学生財務塾全日程
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授が退職の運びとなったため、2022年度
以降は経営学部経営学科の山田雄治教授に
引き継がれることとなった。教職課程セン
ターの管轄からは離れることになるが、こ
の講座で身に付けた知識と技能を、受講者
たちが一層高めていくことを期待したい。

高大連携・接続によるアクティブ・ラーニ
ング研究会の開催

第 9回研究会は朝日大学 5号館 511教室
にて対面形式で開催された。
前半は、桐蔭横浜大学スポーツ健康政策
学部スポーツ教育学科教授の佐藤豊氏よ
り、基調講演として、互いの個性を認め合っ
て社会を創っていく力を育む保健体育科の
授業をどう実現するか、そのために情報通
信技術（以下、ICT）をどう活用するかと
いう観点から様々な課題が提起された。
また、後半では岐阜県立加納高等学校教
諭の奥村亮祐氏と岐阜県立岐阜商業高等学
校教諭の黒田匠馬氏から、ICTを活用した
保健体育科の授業実践報告がなされた。県
内外の教職を志望する大学生、高等学校教
員、大学教員、教育行政職員、合わせて
57名の参加を得て大盛況となった。当日
の詳細については末尾に付した研究会通信
を参照されたい。
第 10回研究会は、2023年 2月中旬に体
面形式で開催する方向で調整を図っている
ところである。岐阜県立岐阜商業高等学校
教諭の石川勝久氏を講師として招聘し、
ICTを活用した商業科の授業において「主
体的・対話的で深い学び」をいかに実現し
ていくか、参加者を生徒に見立てた模擬授
業を通じて提案していただく予定である。

岐阜県立池田高等学校との教育連携協定の
締結と交流事業の開始

2021年 11月 5日、岐阜県立池田高等学
校（以下、池田高校）の西谷徹校長から教
職課程センターに対して、「生徒たちが「総
合的な探究の時間」のなかで取り組んでい
る課題研究に対して大学生の目線から助言
や支援をしてほしい」との依頼があった。
上述の「課題研究」とは、岐阜県内の公
立高校として初めてユネスコ・スクールへ
の加盟を果たした同校において、生徒たち
が持続可能な開発目標（以下、SDGs）の
達成に向けて学習に取り組むものである。
これを受け、教職課程センターは 2022

年度から池田高校との交流事業を開始する
ことを決定し、同校の生徒に対する適切な
支援の在り方を模索するため、2022年 3

月 8日、教職課程履修学生 8名、教職課程
担当教員 6名を派遣して池田高校の課題研
究発表会を初めて参観した。
続いて 6月 1日にも学生 8名と教員 6名
が課題研究の学級発表会に参加し、仮説の
立て方や調べ学習の内容、発表の仕方など
について助言を行なった。その際、高校生
と学生の双方に対してアンケートを実施し
たところ、交流事業に対する肯定的な意見
が数多く寄せられるとともに、高校生から
は「課題への取組の段階から支援をしてほ
しい」との要望も出された。
上に見た交流を経て、10月 5日 10時よ
り朝日大学理事長室において池田高校との
教育連携協定が正式に締結された。この協
定の文言上の重点は SDGsに関する研究に
おける積極的な協力に置かれてはいるも
のの、高等学校の生徒や教員と貴重な交流
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の機会が与えられる点において、教職を
目指す学生にとっても大変有意義なもので
ある。
同日の午後、早速、学生 8名、教員 5名
が各学級で行なわれた課題設定の授業に参
加し、研究テーマの設定の仕方や先行研究
の活用法、資料の収集法などについて助言
を行なった。
その後も交流が継続的に進められてきて
いる。11月 10日には、法学部 3年生 9名、
経営学部 3年生 5名、教員 3名が公開授業
週間に合わせて池田高校を訪問し、授業の
設計法や手法、生徒への対応の仕方などに
ついて学んだ。これは、学生にとって、次
年度に予定している教育実習に向けて学校
教育現場の雰囲気や ICTの活用実態を知
る良い機会にもなった。
さらに 11月 16日にも学生 13名、教員

7名がオンライン交流会に参加した。当日
は学内に四つの会場を設け、各会場と池田
高校 2年生の各学級とを Cisco Webex Meet-

ings で繋ぎ、課題研究の進捗状況について
報告を聞いたり質問を受けたりして助言や
支援を行なった。
今後は、2023年 2月 8日に池田高校で
行なわれる学年発表会に参加し、これまで
の交流事業の成果を確認する予定である。
この交流事業は、高校生にとっては大学
生から専門的な助言や支援を受けることで
研究を深めるための手がかりを得ることが
できる時間に、他方、教職を志望する学生
にとっては望ましい教員像を描きながら生
徒の自発性や自律性を育むための助言や支
援の在り方を学ぶことができる機会になっ
ており、双方にとって実り多いものとなっ
ている。

また、こうした交流の重要性は、先述し
た 2022年 6月 24日開催の教職課程研修会
でもその必要性が指摘されていた。岐阜聖
徳学園大学教育学部においては、小中高と
の交流事業が教員養成教育のなかに明確に
位置づけられており、1年次から経験を積
ませることが重視されている。これに対し
て本大学では、現状、あくまでも有志の教
職課程履修学生の課外活動として行なわれ
ており、比較的時間に余裕のある 4年生が
交流事業の中心的な担い手となっている。
将来的には、教職課程のなかに正式に位置
づけ、早い段階から参加させていくことが
望ましいだろう。
なお、本交流事業の趣旨や経緯について
は、本号に実践報告を掲載している。詳細
については、そちらを参照されたい。

大垣市立東中学校との交流事業の開始

2022年 7月 27日、大垣市立東中学校長
の石橋佳之氏から本大学職員を介して、8

月 1日から 5日にかけて開催する「サマー
スクール in東中」に、朝日大学の学生に学
習支援員として参加してほしいとの依頼が
あった。教職課程履修学生のなかから募集

俳句制作に取り組む様子
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したところ、4名の参加希望者が出た。だ
が、COVID-19の影響により中止となった。
その後、9月 26日、再び山本氏より電

子メールにて 10月 7日に実施する 1年生
の校外研修「大垣めぐり」のなかで中学生
と大学生との交流を行なえないかとの打診
があった。参加者を募り、3名の希望者が
出たが、当日、雨天のため中止となった。
さらに、同校の 1年生が「ふるさと大垣
科」（＝総合的な学習の時間）において取
り組んでいる俳句制作においても朝日大学
の協力がほしいとの要請があった。これを
受けて 11月 11日、学生 5名、教員 2名を
派遣し、大垣市内を探索しながら風景や文
化遺産を題材に俳句を詠むという学習活動
を支援した。
以上のように、二度にわたる中止に見舞
われはしたものの、2022年度から、東中
学校との交流が始まった。教職課程履修学
生のなかには中学校の教員を目指す者も多
くおり、学校教育現場における体験を積む
貴重な機会となりつつある。
先述した池田高校との交流事業と並行し
て推進される都合上、今後は、学生と教員
の負担が過重にならないよう内容を精選し
つつ、中学校側にとっても大学側にとって
も一層有益な取組となるような展開を図っ
ていきたい。

卒業生ネットワークの構築

前年度に着手した卒業生ネットワークの
構築にも力を尽くしてきた。学内に残され
ていた過去の資料から、岐阜県内外の学校
教育の現場で活躍する卒業生の消息を調査
し、メールや電話などで連絡を取って名簿

を作成した。この作業の過程で引継資料か
ら漏れていた卒業生を 2名、発見すること
ができた。2022年 12月 10日現在、名簿
には 50名が記載されており、12月 28日
にはオンライン・ミーティング・システム
による交流会の開催を予定している。
今後は、教職を志望する学生たちが、現
職の教員として活躍する諸先輩の姿を見て
触発される場面を創出していくことが大切
であろう。また、同窓生が学校教育現場に
おいて直面している問題や取り組んでいる
課題などを共有しながら、大学側からも適
切な支援を行なっていけるような条件や環
境を積極的に整備していくことも重要だと
考えられる。

朝日大学エクステンション・カレッジの運営

2019年 10月に立ち上げた朝日大学エク
ステンション・カレッジは、既に報告して
きたように 2020年度から COVID-19の感
染拡大の影響により中止や日程の変更、延
期などの対応に迫られてきた。
しかし、2022年度に入ると、公共施設
における感染症対策も、概ね、混乱なくな
されるようになり、全ての講座を予定通り
開講することができるようになった。具体
的な開講実績は次頁に掲げた通りである。
受講者の合計人数は、前期 185名、後期
131名であった。
今後は、より幅広い学部学科の教員に積
極的な開講を呼びかけることで、質と量の
両面から一層の充実を図っていく必要があ
る。そのためには、報酬の面も含め、講座
担当者への待遇の改善にも努める必要があ
るだろう。
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教職課程履修学生数と過去5年間の教員
免許状の取得状況

最後に 2022年度の教職課程履修学生数
と過去 5年間の教員免許状の取得状況につ

いて報告する。2022年 12月 10日現在、電
子履修カルテの管理パネル上の名簿に掲載
されている人数は以下の通りである。なお、
教職課程を履修している大学院生はおら
ず、科目等履修生は 1名であった。

2022年度朝日大学エクステンション・カレッジ開講実績
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過去5年間の教員免許状の取得状況（2022年 12月 10日現在）

10  11 12 10  0 0 0 0 43 22 

5  8 4 13  0 0 0 0 30 22 

0  0 0 11  0 0 0 0 11 11 

1 20 6 6 4 29 0 0 0 0 66 39 

7 24 7 9 7 34 0 0 0 0 88 50 
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319 44 307 340 357 63 4 2 4 1 1543 873 
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「研究会通信」第18号（2022年 9月）
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